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研究課題名「脊椎関節炎および関連・類似患者の臨床的特徴と治療効果」に関

する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2004年 1月 1日から 2034年 1月 31日の間に、当院において診療を受

け、以下のいずれかに該当する患者を研究対象とする。 

① 脊椎関節炎患者または脊椎関節炎が疑われた患者 

強直性脊椎炎、非放射線学的体軸性脊椎関節炎、乾癬性関節炎、炎症性腸疾患に伴う脊椎

関節炎、その他の脊椎関節炎を含む。 

確定診断例に加え、診断確定には至っていないが、脊椎関節炎が疑われ、名古屋大学医学

部附属病院整形外科外来に継続的に通院している症例を含める。 

② 脊椎関節炎の関連疾患または筋骨格外症状を有する患者 

以下の、脊椎関節炎の発症、病態、重症度、治療選択に影響を及ぼすことが知られている

疾患または症状を有し、当院で診療を受けた患者を含める。 

・乾癬 

・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病） 

・ぶどう膜炎 

・他の筋骨格外症状を有する疾患 

これらの患者については、脊椎関節炎合併の有無にかかわらず研究対象とする。 

③ 脊椎関節炎と鑑別を要する類似疾患を有する患者 

以下の脊椎関節炎と臨床症状や画像所見が類似し、鑑別診断や病態理解の観点から重要と

考えられる疾患を有し、当院で診療を受けた患者を研究対象に含める。 

・SAPHO症候群 

・掌蹠膿疱症性骨関節炎 

・リウマチ性疾患 

これらの疾患は脊椎関節炎の関連疾患ではないが、比較・探索的解析を行う目的で研究対

象とする。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的: ①脊椎関節炎患者における患者背景を調査すること。②疾患別(強直性脊椎炎、

乾癬性関節炎、炎症性腸疾患に伴う脊椎関節炎など)に身体所見および検査所見の特徴を調

査すること。③脊椎関節炎に対する治療内容、治療効果を検討すること。④基礎疾患（乾癬

/IBD/掌蹠膿疱症/ぶどう膜炎など脊椎関節炎の筋骨格外症状となる疾患および APHO症候群



 

 

 

/掌蹠膿疱症骨関節炎などの類似疾患）患者の情報（病勢、治療歴等）を収集し、脊椎関節

炎合併の有無・病態・治療反応との関連を探索すること。 

研究方法:脊椎関節炎および関連・類似患者の情報をカルテから後方視的に収集しま

す。 

研究期間: 実施承認日～2034年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料: ありません 

情報: 

・患者背景(年齢、性別、BMI、有症状期間、疾患名、併存症、家族歴、嗜好歴など) 

・身体所見(圧痛関節、腫脹関節、脊椎の可動域など) 

・検査所見（画像所見、血液検査所見など） 

・治療内容と治療に対する効果(疾患活動性、ADL評価など) 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

〒466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 電話番号: 052-744-1908 

研究責任者 名古屋大学医学部附属病院 整形外科学 鈴木 望人  


